
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

老人の地位・役割の比較文化

片多, 順
福岡大学

https://doi.org/10.15017/2231613

出版情報：九州人類学会報. 7, pp.12-15, 1980-03-31. Kyushu Anthropological Association
バージョン：
権利関係：



老人の地位・役割の比較文化

片多 順

本研究会では 「核家族化と親子関係Jというタイトルで福岡県八女郡での実態調査にもとづいて、日本

のムラの老親ぞ中心としたオヤコ関係を報告しましたが、その詳細な内容を別紙一一『過疎村の老親たちJ

福岡大学人文論叢、第 I0巻第4号、 19 7 8年 I2月一ーに発表の機会を得ましたので、もし御関心を

お持ちの方はそちらを御参照いただければ幸いです。

そ乙でととでは重復をさけて、 3つの異る社会における老年文化の比較研究を試みたいと思います。老

年学の文献の中でもきわめて画期的なCowgiliとHolmesの編著になる Agingand Modernization 

から 5つの論文を取り出して、老年文化に関してまったく異る状況にある 3つの社会、（I）老人福祉が世界

中でもっとも進んでいるとされる北欧のノルウェー、（2）建国してまだ歴史が浅く、世界中から祭る活者中

心の移民によって成り立っているイスラエル、そして（3）都市化、産業化などの文化変容が比較的少いとみ

られるアフリカの伝統社会、について老人の地位や役割の比較文化を試みたいと思います。

1. ノルウェ一社会

ノルウェ一社会の人口の特質は、平均寿命の高さ、人口の伸びの低滞、そして老年人口の比率の高8

( I 9 6 5年時点で II. 9 %）である。制度的定年は 70才で、 70才を過ぎても年金その他の収入で、

“健康で文化的な生活”は営みうるが、老人の地位や役割は低下し喪失する一方であり、老人は仕事（労

働）という存在価値をうばわれた“休息とレヅャー”中心の世代fごとみなされている。

社会の都市化、絞家族化とともに老人は村落に取り残される比率が婚してくる。老人たちは経済的自立

を保ち、様々な老人福錐プログラムに固まれながらも、“社会的有用性の喪失”感、急激な社会変化、子

・孫など若年世代との分離によって自殺率の高さなどに示主れる深刻な社会問題がもたらされている。村

落では 3世代家族もあるとはいえ、替に比べると也綬という役割は重要性を失っており、一方都市の老人

はしばしば子の家と近居してはいるものの文化の価値体系は 「子の世話にはなりたくない老人Jを求めて

おり、 ζζ でも老人たちはプレスティ ージの低い「休息とレジャー」という役割に押し込められている。

日本と比較して箸しく異る点の 1つは老親と子 ・孫など親族との同居率にみられる。すなわち 70才以

上のノルウェーの老人たちで子・孫など親族と同居しているものは約 1割、老人ホームなどの施設居住が

約1割Kすぎず残りの8~Jはいずれも l 人暮しか、老人夫婦のみの 2人世帯を権成している。

このようにノルウェーの老人たちは物理的にも心E霊的にも社会からの緩脱状況が強く、かといって休息

とレジャーという新しい役割も広範でち密な社会保障制度もそのすきまを充分に埋めるにはいたっていな

いといえる。
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2. イスラヱル社会

一方、 19 4 8年の建国以来まだ歴史が浅いイスラエルの老人の立場はどうであろうか。イスラエルの

人口の特質は、第 1IC移民が多いζとである。多いというより移民で国家が成立しているといえる。

I 9 0 0年にわずか5万人であった人口が 19 6 7年に24 0万人、 19 7 7年には 31 5万人に急憎し

ており、老人K関しでも 19 6 0年時点で老人の3分の2は 19 4 8年の独立以降に移民としてきたもの

たらである。第 2I乙他の先進諸国に比して老人の比率が小さいζ と。 ( 1 9 6 5年で全体の 5.6 %）、第

3に多数派のユダヤ人と少数派（約 12 %）のアラブ人の2つの民族に大別される乙とである。

さて、ζζで移民および民族に関して以下のように老人を 2つのカテゴリーに大別してみるととの国の

老人像がより鮮明に浮きあがってくる。すなわち、 ω青年期あるいは壮年期に中東のこの地にやってきて

イスラエルの国家創設に参加したものたち（古参老人）、および＠人生の大半をどこか他所で過したのち

かなり年とって家族とー絡にきたものたち（新参老人）である。

古参老人の多く（ 8 3. 3 %）はアメリカ、カナダ、南アおよびヨーロッパからきた、いはIi欧米系民族

であり、一方新参老人』ζは北アフリカ、中近東などイスラム文化、発展途上国からが多い。乙の違いは、

教育程度、織能水準、同居形態の相違とも対応しており、なおかつ老令年金の受給資格にも影響している。

（年金にはイスラエルでの就労年数が関係している。）

またとれら 2つの集団の相i翠は老化のプロセスの違い4きももたらしている。すなわち古参老人たちは若

い時に乙の固に来て、自分たちの価値観や理念で建国し、現在ではイスラエルの政 ・財 ・官界の上層部を

占めている。かれらは長年の閥、若8と勤労、苦難に耐える乙とを至上の価値としてきたので老化を認め

ようとせず、老人問題に直面しようともせず、したがって老人に関する施設やサービスはζの集聞によっ

て：窓識 ・無意識のうちに軽視されてきたのである。

一方、新参老人の多くは農村や新開地に住み、家族との同居率も高く（西欧系の 2.5倍） 、滞在期聞が

短いζ ともあって多くは母国の文化をそのまま持続している。新しい文化への適応、は年令的に難しいがそ

れを家族・親族の近くにいる ζ とで救われている。また前述、のノルウェーに比較すると 2つの集団の老人

ともに仕事に志向しており（老人の就労率は43. 4 %と高い）、レジャ 一階層とはいい難い。

3. アフリカの部落社会

次にテクノロジーが比較的禾分化で伝統的生活様式ぞ維持しているアフリカの2つの部族社会を見てみ

よう。先ずエチオピア、シダモ族についてみるとその特徴は第 1Iζ男女の相違が明確にある ζとである。

誕生から死にいたる男性と女性の生活史、役割行動はまったく契り、それは老後の地位 ・役割にも明確に

反映されている。 「男女ともに老年期は人生でもっとも尊敬8れる時期であるが、そのき事敏すべき役割が

もっ意味あいは興る。男の場合にはそれは責任と緊張がいや噌すζ とを意味するが、女の場合には仕事選

はずっと軽くなるし、結婚初期にはっきものであった情緒的葛藤や従底的立場から解放される時期を意味

している。 j (Hamer, P.24) 

第2に（乙れがアメリカやイスラエルと奥る点だが）年令による役割の相違がはっきりしていることで
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ある。すはわち、子供 ・青年 ・老人など人生のそれぞれの年令段階にふさわしい役割を社会が認知し供給

しており、人は各年令段階』乙応じてその役割を変えていく ζ とによってスムースに自己の人生を全うする

ζ とができるのである。しかもそうした役割は年令の上昇とともに重要性をまし、老人（男性）に与えら

れた役割は、自然の脅威や政治的危機にさらされた時、あるいは争いごとに対して深い経験と知識に基づ

いてζれを解決し調停するとと、また、もっとも重要かっ複雑な儀礼である死の儀礼をつかさどる ζと、

などである。「男は中年をすぎて長生きすればするほどその地位は上昇する。意志決定の際にいつも皆が

従うのは長老集団の中でも巌年長者の窓見である。さらに儀礼の際に皆から求められて生けにえののどを

切り、そ乙から流れ出る血を皆にふりそそいで祝福のことばを発するのはふつう出席者のうちの最年長者

である。乙うした慣行の背後には、人は年をとればとるほど知恵が増大し、その儀礼的行為はより効果的

になるという明確な前提があるからである。」 (Hamer , P.18 ) 

一方、東部ナイヅエリア（ピアフラ）のイグボ族もまた西欧の老人とはまったく異る状況にある。イグ

ボ族では老人は、統治する人、首長たち、先組の生き返り、などといった社会的役割を示すζとばで呼び

かけられる。老人となる時期はシダモ族とは契り、乙れまで物資やサービスを供給していた立場から受容

者側になった時、つまりレジャ 一階層になった時であるとされるが、しかし生活はレジャー中心であって

も老人の社会的威信はきわめて高い。

イグボ族の社会構造は家族もリネージもさまざまな結社もすべて年令の原理によって支配されており、

経済的にも土地所有者である老人が若者に土地を割り当てて収獲の配当ぞ得るシステムによって老人は高

い地位を確保している。

こうした老人たちの高い地位と権力は主としてその存在が先祖に近いととに由来している。すなわち人

間の生死や張物の生長をコントロール出来るのは先祖たちであり、その先組と現存する部族民との聞を媒

介するのが老人たちであると考えられている。イグボ族でも子供と老親との摩僚や争いはあるが、 子供た

ちは父親の影にいる先組が恐いので表面に噴き出るまでには至らないといわれる。

シダモ族、イグボ族ともに老人たちが政治・経済・儀礼など生活の重要な諸側面で実権を媛っており、

いわゆる長老制の社会を構成しているといえる。乙うした伝統社会にも近年現金経済や学校教育、新しい

法律等が導入され、変化は避けられないが、しかしそうした変化にもかかわらず若者と老人は互いの役割

を尊重しながら新しい共存状態を見い出しているのである。
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